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「哲学基礎「哲学基礎BB」」

「認識するとはどういうことか？」「認識するとはどういうことか？」
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§§§§§§§§１１１１１１１１１１１１１１１１ 正当化正当化正当化正当化のののの外在説外在説外在説外在説正当化正当化正当化正当化のののの外在説外在説外在説外在説

ExternalismExternalism of Justificationof Justification



１１１１、、、、１１１１、、、、復習復習復習復習復習復習復習復習

■■伝統的な知識の定義：伝統的な知識の定義：

Knowledge=JTBKnowledge=JTB（（JustifiedJustified True BeliefTrue Belief））

�� SSががPPを知っているとは、次のときそのときにを知っているとは、次のときそのときに
限る。限る。

①①PPが、真である。が、真である。

②②SSは、は、PPを信じている。を信じている。

③③SSは、は、PPを信じることにおいて、正当化を信じることにおいて、正当化

されている。されている。



■■■■ゲティアゲティアゲティアゲティア問題問題問題問題■■■■ゲティアゲティアゲティアゲティア問題問題問題問題

JTBJTBであってもであってもであってもであっても、、、、知識知識知識知識であるとであるとであるとであると言言言言えないえないえないえない場合場合場合場合であってもであってもであってもであっても、、、、知識知識知識知識であるとであるとであるとであると言言言言えないえないえないえない場合場合場合場合

があるがあるがあるがある。。。。があるがあるがあるがある。。。。

ゲティアゲティアゲティアゲティア反例反例反例反例ゲティアゲティアゲティアゲティア反例反例反例反例



■■■■■■■■ゴールドマンゴールドマンゴールドマンゴールドマンのののの知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説ゴールドマンゴールドマンゴールドマンゴールドマンのののの知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説

＊＊ゲティア問題に対する解決の試みとして、ゴールドマンゲティア問題に対する解決の試みとして、ゴールドマンはは
「知識の因果説」「知識の因果説」(causal theory of knowledge)(causal theory of knowledge)を主張した。を主張した。

＊＊＊＊ゴールドマンゴールドマンゴールドマンゴールドマンによるによるによるによる知識知識知識知識のののの定義定義定義定義

Sががががｐｐｐｐをををを知知知知っているとはっているとはっているとはっているとは、、、、事実事実事実事実ｐｐｐｐがががが適切適切適切適切なななな仕方仕方仕方仕方でででで、、、、Sのののの信念信念信念信念ｐｐｐｐ
とととと因果的因果的因果的因果的にににに結合結合結合結合しているときしているときしているときしているとき、、、、そのときにそのときにそのときにそのときに限限限限るるるる。。。。

S knows that p, if and only if the fact p is 
causally connected in an “appropriate” way with 
S‘s believing p.



このこのこのこの条件条件条件条件をををを付付付付けけけけ加加加加えることによってえることによってえることによってえることによって、、、、このこのこのこの条件条件条件条件をををを付付付付けけけけ加加加加えることによってえることによってえることによってえることによって、、、、
ゲティアゲティアゲティアゲティアのののの反例反例反例反例がががが知識知識知識知識のののの定義定義定義定義からからからからゲティアゲティアゲティアゲティアのののの反例反例反例反例がががが知識知識知識知識のののの定義定義定義定義からからからから
除外除外除外除外されるされるされるされる。。。。除外除外除外除外されるされるされるされる。。。。

�� ケース１の場合ケース１の場合、スミスが採用され、スミスの、スミスが採用され、スミスの
ポケットに１０個のコインが入っていたことがポケットに１０個のコインが入っていたことが
原因となって、スミスの「採用される男のポ原因となって、スミスの「採用される男のポ
ケットに１０個のコインが入っている」という信ケットに１０個のコインが入っている」という信
念が引きこされたのではない、ゆえに、念が引きこされたのではない、ゆえに、ゴーゴー
ルドマンの知識の定義ルドマンの知識の定義は満たされない。は満たされない。

�� ゆえに、スミスの信念は、知識ではない。ゆえに、スミスの信念は、知識ではない。
（ケース２の場合にも同様である。）（ケース２の場合にも同様である。）



「「「「適切適切適切適切にににに」」」」知識知識知識知識をををを生産生産生産生産するするするする因果過程因果過程因果過程因果過程にはにはにはには、、、、次次次次
のものがあるのものがあるのものがあるのものがある。。。。

� （（（（１１１１））））知覚知覚知覚知覚
� （（（（２２２２））））記憶記憶記憶記憶
� （（（（３３３３））））パターンパターンパターンパターン１１１１or２２２２のののの例例例例となっているとなっているとなっているとなっている因果連因果連因果連因果連
鎖鎖鎖鎖、、、、これはこれはこれはこれは推論推論推論推論によってによってによってによって正正正正しくしくしくしく再構成再構成再構成再構成されてされてされてされて
おりおりおりおり、、、、それぞれはそれぞれはそれぞれはそれぞれは保証保証保証保証されているされているされているされている。（。（。（。（それらそれらそれらそれら
がががが真真真真であるであるであるである場合場合場合場合のみのみのみのみ、、、、背景命題背景命題背景命題背景命題はははは、、、、推論推論推論推論をををを
保証保証保証保証するするするする助助助助けになるけになるけになるけになる））））

� (4)（（（（１１１１）（）（）（）（２２２２））））とととと（（（（３３３３）））） のののの結合結合結合結合

� 注注注注：：：：パターンパターンパターンパターン１１１１とはとはとはとはＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅ１１１１＆＆＆＆２２２２、、、、パターンパターンパターンパターン２２２２
とはとはとはとはＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅ３３３３をををを指指指指すすすす



知覚知覚知覚知覚によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識知覚知覚知覚知覚によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識

ｐｐｐｐｐｐｐｐ →→→→→→→→ PPｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ） →→→→→→→→ BBｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）

事実事実事実事実事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの知覚知覚知覚知覚のののの知覚知覚知覚知覚ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
SSのののの知覚知覚知覚知覚のののの知覚知覚知覚知覚ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなるのののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなる



■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点４４４４４４４４：：：：：：：：
逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果(deviant causation)(deviant causation)

�� 事例１：事例１：

�� 「俺の部屋に相棒のヴィンセントがヤクを運んでく「俺の部屋に相棒のヴィンセントがヤクを運んでく
ることになっている。警察も俺を狙っているので、おることになっている。警察も俺を狙っているので、お
れがヴィンセントと打ち合わせをして、奴が扉をノッれがヴィンセントと打ち合わせをして、奴が扉をノッ
クするときに「コンコココンコン」とたたくようにと言っクするときに「コンコココンコン」とたたくようにと言っ
た。俺は奴を待ちに待った。ようやく扉をノックするた。俺は奴を待ちに待った。ようやく扉をノックする
音がした。俺は安心のあまり、ノックの取り決めのこ音がした。俺は安心のあまり、ノックの取り決めのこ
とは忘れ、外にヴィンセントがいると信じて扉を開けとは忘れ、外にヴィンセントがいると信じて扉を開け
てしまった。ラッキーなことに扉の外に立っていたのてしまった。ラッキーなことに扉の外に立っていたの
はヴィンセントだった。ヤバかったぜ。」はヴィンセントだった。ヤバかったぜ。」((戸田山和久戸田山和久
著著『『知識の哲学知識の哲学』』、、p.64)p.64)



�� 事例２：事例２：

�� 「ヘンリーがある地域をドライブしている。彼が対象「ヘンリーがある地域をドライブしている。彼が対象
を弁別する能力には問題がない。ところが彼は知らを弁別する能力には問題がない。ところが彼は知ら
ないが、その地域には張り子というか、納屋に似せないが、その地域には張り子というか、納屋に似せ
たつくりものがいっぱいあって、それらは道路からはたつくりものがいっぱいあって、それらは道路からは
本物の納屋に見える。ヘンリーがこの地域にさしか本物の納屋に見える。ヘンリーがこの地域にさしか
かって拵えものを見たら納屋にみえることだろう。彼かって拵えものを見たら納屋にみえることだろう。彼
は一軒の納屋を見たが、じつはそれは本物の納屋は一軒の納屋を見たが、じつはそれは本物の納屋
であった。このとき、ヘンリーはそれが納屋であるこであった。このとき、ヘンリーはそれが納屋であるこ
とを見て知ったといえるか」（とを見て知ったといえるか」（Alvin Goldman, Alvin Goldman, 
‘‘Discrimination and Perceptual KnowledgeDiscrimination and Perceptual Knowledge’’, , The The 
Journal of Philosophy,Journal of Philosophy, 1976,1976, p.773p.773））

（土屋純一「知覚による知識」（土屋純一「知覚による知識」『『現代哲学のフロンティ現代哲学のフロンティ
アア』』勁草書房、勁草書房、p.23p.23からの孫引き）からの孫引き）



第一回第一回第一回第一回レポートレポートレポートレポートのののの課題課題課題課題第一回第一回第一回第一回レポートレポートレポートレポートのののの課題課題課題課題

１１ ゲティア反例の例を挙げなさい。ゲティア反例の例を挙げなさい。

２２ 知識の因果説への批判となる知識の因果説への批判となる

逸脱因果の例を挙げなさい。逸脱因果の例を挙げなさい。



��復習終わり復習終わり



ドレツキによる逸脱因果の問題ドレツキによる逸脱因果の問題のの解決解決

�� １９７１１９７１１９７１１９７１年年年年ににににフレッドフレッドフレッドフレッド・・・・ドレツキドレツキドレツキドレツキがががが提案提案提案提案したしたしたした解決解決解決解決はははは、、、、伝統的定義伝統的定義伝統的定義伝統的定義にににに次次次次のののの１９７１１９７１１９７１１９７１年年年年ににににフレッドフレッドフレッドフレッド・・・・ドレツキドレツキドレツキドレツキがががが提案提案提案提案したしたしたした解決解決解決解決はははは、、、、伝統的定義伝統的定義伝統的定義伝統的定義にににに次次次次のののの
④④④④をををを付付付付けけけけ加加加加えるものだったえるものだったえるものだったえるものだった。。。。④④④④をををを付付付付けけけけ加加加加えるものだったえるものだったえるものだったえるものだった。。。。

�� SSががががががががPPをををを知知知知っているとはっているとはっているとはっているとは、、、、次次次次のときそのときにのときそのときにのときそのときにのときそのときに限限限限るるるる。。。。をををを知知知知っているとはっているとはっているとはっているとは、、、、次次次次のときそのときにのときそのときにのときそのときにのときそのときに限限限限るるるる。。。。

①①①①①①①①PPがががが、、、、真真真真であるであるであるである。。。。がががが、、、、真真真真であるであるであるである。。。。
②②②②②②②②SSはははは、、、、はははは、、、、PPをををを信信信信じているじているじているじている。。。。をををを信信信信じているじているじているじている。。。。
③③③③③③③③SSはははは、、、、はははは、、、、PPをををを信信信信じることにおいてじることにおいてじることにおいてじることにおいて、、、、正当化正当化正当化正当化されているされているされているされている。。。。をををを信信信信じることにおいてじることにおいてじることにおいてじることにおいて、、、、正当化正当化正当化正当化されているされているされているされている。。。。
④④④④④④④④SSががががががががPPということをということをということをということを信信信信じるためにもっているじるためにもっているじるためにもっているじるためにもっている理由理由理由理由ということをということをということをということを信信信信じるためにもっているじるためにもっているじるためにもっているじるためにもっている理由理由理由理由RRがががが、、、、がががが、、、、
次次次次のののの条件条件条件条件をををを満満満満たすたすたすたす。。。。すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、もしもしもしもし現実現実現実現実のののの事態事態事態事態がががが次次次次のののの条件条件条件条件をををを満満満満たすたすたすたす。。。。すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、もしもしもしもし現実現実現実現実のののの事態事態事態事態ががががPPでででででででで

なかったならなかったならなかったならなかったなら、、、、なかったならなかったならなかったならなかったなら、、、、SSははははははははRRをもたなかっただろうをもたなかっただろうをもたなかっただろうをもたなかっただろう。。。。をもたなかっただろうをもたなかっただろうをもたなかっただろうをもたなかっただろう。。。。
（（（（戸田山戸田山戸田山戸田山、、、、前掲書前掲書前掲書前掲書、、、、（（（（戸田山戸田山戸田山戸田山、、、、前掲書前掲書前掲書前掲書、、、、p.64p.64 からのからのからのからの書書書書きききき換換換換ええええ））））からのからのからのからの書書書書きききき換換換換ええええ））））

�� Fred Fred Dretske,Dretske,’’ConclusiveConclusive ReasonsReasons’’,, Australasian Journal of PhilosophyAustralasian Journal of Philosophy, 49. 1971., 49. 1971.

�� Fred Fred DretskeDretske,, Knowledge and the Flow of InformationKnowledge and the Flow of Information, Basil Blackwell, 1981., Basil Blackwell, 1981.

�� これによってこれによってこれによってこれによって、、、、ゲティアゲティアゲティアゲティアのののの反例反例反例反例はははは、、、、知識知識知識知識からからからから除外除外除外除外されるされるされるされる。。。。またまたまたまた、、、、知識知識知識知識これによってこれによってこれによってこれによって、、、、ゲティアゲティアゲティアゲティアのののの反例反例反例反例はははは、、、、知識知識知識知識からからからから除外除外除外除外されるされるされるされる。。。。またまたまたまた、、、、知識知識知識知識
のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点のののの逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果ののののケースケースケースケースをををを知識知識知識知識からからからから除外除外除外除外することがですることがですることがですることがでのののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点のののの逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果ののののケースケースケースケースをををを知識知識知識知識からからからから除外除外除外除外することがですることがですることがですることがで
きるきるきるきる。。。。きるきるきるきる。。。。



（（（（正当化正当化正当化正当化のののの））））外在主義外在主義外在主義外在主義（（（（正当化正当化正当化正当化のののの））））外在主義外在主義外在主義外在主義

ゴールドマンやドレツキは、真なる信念の正当化のためゴールドマンやドレツキは、真なる信念の正当化のため

には、には、適切な仕方で因果関係が存在することが必要だ適切な仕方で因果関係が存在することが必要だ
と考えていた。事実と考えていた。事実ｐｐによって信念によって信念ｐｐが生じること、あるが生じること、ある
いは、事実いは、事実ｐｐが成立しないことによって、信念が成立しないことによって、信念ｐｐが成立が成立
しないこと、というような因果関係である。しないこと、というような因果関係である。

このようなこのような因果関係は心の外部にあり、我々が常にそれ因果関係は心の外部にあり、我々が常にそれ
に気づいているとは限らないに気づいているとは限らない。真なる信念は正当化さ。真なる信念は正当化さ
れていなければならないが、その正当化は客観的に成れていなければならないが、その正当化は客観的に成
立していればよく、立していればよく、知られている必要はない知られている必要はないと考える立と考える立

場を場を「外在主義」「外在主義」という。という。



（（（（正当化正当化正当化正当化のののの））））内在主義内在主義内在主義内在主義（（（（正当化正当化正当化正当化のののの））））内在主義内在主義内在主義内在主義
((internalisminternalism))

�� 内在主義とは、真なる信念の正当化を、信念を内在主義とは、真なる信念の正当化を、信念を

持つ者が知っていることが必要であると考える持つ者が知っていることが必要であると考える
立場、つまり、正当化は、心の中の認知状態に立場、つまり、正当化は、心の中の認知状態に
よって決まると考える立場である。よって決まると考える立場である。

�� ある人がある人がｐｐを知っているとすれば、その人は常を知っているとすれば、その人は常
ににｐｐを知っていることを知っていることになる。を知っていることを知っていることになる。

�� 外在主義では、ある人が外在主義では、ある人がｐｐを知っていても、知っを知っていても、知っ
ていることを知っているとは限らないことになる。ていることを知っているとは限らないことになる。



内在主義内在主義内在主義内在主義のののの分類分類分類分類内在主義内在主義内在主義内在主義のののの分類分類分類分類

１、１、信念論的で内在主義的な基礎づけ主義信念論的で内在主義的な基礎づけ主義

（（（（（（（（doxasticdoxastic internalisticinternalistic ｆｆｆｆｆｆｆｆooundationalismundationalism））））））））

２、２、非信念論的で内在主義的な基礎づけ主義非信念論的で内在主義的な基礎づけ主義

（（（（（（（（nondoxasticnondoxastic internalisticinternalistic

foundationalismfoundationalism））））））））

33、、整合説整合説（（coherentismcoherentism））



１、１、信念論的で内在主義的な基礎づけ主義信念論的で内在主義的な基礎づけ主義

はははは、、、、可能可能可能可能かかかか？？？？はははは、、、、可能可能可能可能かかかか？？？？

ミュンヒハウゼンミュンヒハウゼンミュンヒハウゼンミュンヒハウゼンののののトリレンマトリレンマトリレンマトリレンマミュンヒハウゼンミュンヒハウゼンミュンヒハウゼンミュンヒハウゼンののののトリレンマトリレンマトリレンマトリレンマによりによりによりにより、、、、によりによりによりにより、、、、

不可能不可能不可能不可能であるであるであるである。。。。不可能不可能不可能不可能であるであるであるである。。。。



「「非信念論的で内在主義的な基礎づけ主非信念論的で内在主義的な基礎づけ主
義義」とはどのようなものか？」とはどのようなものか？

「「（ａ）基礎的信念の正当化理由は信念というかたちで心（ａ）基礎的信念の正当化理由は信念というかたちで心

の中にあるのではない。の中にあるのではない。

（ｂ）基礎的信念の正当化理由は（ｂ）基礎的信念の正当化理由は信念よりももっと原初的信念よりももっと原初的
な何らかの認知状態な何らかの認知状態というかたちで心に抱かれている。というかたちで心に抱かれている。

（ｃ）その認知状態は信念ではないのでそれ以上の正当（ｃ）その認知状態は信念ではないのでそれ以上の正当
化を必要としない。化を必要としない。

（ｄ）しかし、その認知状態は信念に正当化を与える能力（ｄ）しかし、その認知状態は信念に正当化を与える能力

は持っている。」は持っている。」

�� （戸田山和久（戸田山和久『『知識の哲学知識の哲学』』産業図書、産業図書、p.47p.47



�� 非信念論的非信念論的非信念論的非信念論的なななな内在主義内在主義内在主義内在主義非信念論的非信念論的非信念論的非信念論的なななな内在主義内在主義内在主義内在主義によればによればによればによれば、＜、＜、＜、＜もっともっともっともっとによればによればによればによれば、＜、＜、＜、＜もっともっともっともっと
もももも基礎的基礎的基礎的基礎的なななな信念信念信念信念（（（（命題知命題知命題知命題知））））はははは、、、、もももも基礎的基礎的基礎的基礎的なななな信念信念信念信念（（（（命題知命題知命題知命題知））））はははは、、、、信念信念信念信念（（（（命題知命題知命題知命題知））））信念信念信念信念（（（（命題知命題知命題知命題知））））
ではないではないではないではない認知状態認知状態認知状態認知状態ではないではないではないではない認知状態認知状態認知状態認知状態によってによってによってによって正当化正当化正当化正当化されるされるされるされる＞＞＞＞ととととによってによってによってによって正当化正当化正当化正当化されるされるされるされる＞＞＞＞とととと
いういういういう主張主張主張主張であるであるであるである。。。。いういういういう主張主張主張主張であるであるであるである。。。。

�� たとえばたとえばたとえばたとえば、「、「、「、「これはこれはこれはこれは赤赤赤赤いいいい」」」」あるいはあるいはあるいはあるいは「「「「ここはここはここはここは赤赤赤赤くくくくたとえばたとえばたとえばたとえば、「、「、「、「これはこれはこれはこれは赤赤赤赤いいいい」」」」あるいはあるいはあるいはあるいは「「「「ここはここはここはここは赤赤赤赤くくくく
見見見見えるえるえるえる」」」」はははは、、、、あるあるあるある知覚知覚知覚知覚によってによってによってによって、、、、正当化正当化正当化正当化されるされるされるされる見見見見えるえるえるえる」」」」はははは、、、、あるあるあるある知覚知覚知覚知覚によってによってによってによって、、、、正当化正当化正当化正当化されるされるされるされる
のであるのであるのであるのである。。。。のであるのであるのであるのである。。。。



感覚感覚感覚感覚によってによってによってによって信念信念信念信念をををを基礎付基礎付基礎付基礎付けることがけることがけることがけることが可可可可感覚感覚感覚感覚によってによってによってによって信念信念信念信念をををを基礎付基礎付基礎付基礎付けることがけることがけることがけることが可可可可
能能能能だろうかだろうかだろうかだろうか？？？？能能能能だろうかだろうかだろうかだろうか？？？？
感覚や知覚によって命題を正当化する感覚や知覚によって命題を正当化するときに、ときに、
私たちはどのようにそれをおこなっているので私たちはどのようにそれをおこなっているので
しょうか？しょうか？

これは何でしょうか？これは何でしょうか？

「これは亀です」「これは亀です」



�� 真理の対応説真理の対応説

命題が真であるとは、それが事実と対命題が真であるとは、それが事実と対
応することである。応することである。

命題命題 「これは亀です」「これは亀です」

事実事実



�� 命題命題 「これは黄色です」「これは黄色です」

�� 事実事実

この命題と事実は、どこが一致しているのこの命題と事実は、どこが一致しているの
でしょうか？でしょうか？



�� 命題命題 「私の車は、青色です」「私の車は、青色です」

�� 事実事実 ＜私の車、青色＞＜私の車、青色＞

・事実には上のような構造があって、その構造が命題・事実には上のような構造があって、その構造が命題
に対応しているのでしょうか？に対応しているのでしょうか？

・しかし、その構造もまた命題で表現されていないで・しかし、その構造もまた命題で表現されていないで

しょうか。しょうか。

・・そうだとすると、その構造を表現する命題の真偽がそうだとすると、その構造を表現する命題の真偽が
問題になります。問題になります。

・この命題の真偽をまた事実との対応によって・この命題の真偽をまた事実との対応によって 説明説明
するのだとすると、無限に反復することになります。するのだとすると、無限に反復することになります。



感覚や知覚によって命題を正当化す感覚や知覚によって命題を正当化す
ることに対ることに対するする批判批判として有名なのは、として有名なのは、
セラーズ（セラーズ（WilfridWilfrid. Sellers. Sellers 19121912--

19891989）が「所与の神話（）が「所与の神話（myth of the myth of the 

givengiven）」）」と名づけた批判である。と名づけた批判である。





WilfridWilfrid SellarsSellars（（（（１９１２１９１２１９１２１９１２－－－－１９８９１９８９１９８９１９８９））））（（（（１９１２１９１２１９１２１９１２－－－－１９８９１９８９１９８９１９８９））））



�� Robert Robert BrandomBrandom





�� 「「「「セラーズセラーズセラーズセラーズはははは、、、、「「「「セラーズセラーズセラーズセラーズはははは、、、、所与所与所与所与というものというものというものというもの所与所与所与所与というものというものというものというもの（（（（つまりつまりつまりつまり内在主内在主内在主内在主（（（（つまりつまりつまりつまり内在主内在主内在主内在主
義的義的義的義的なななな基礎付基礎付基礎付基礎付けけけけ主義主義主義主義がががが要求要求要求要求するようなするようなするようなするような認知認知認知認知義的義的義的義的なななな基礎付基礎付基礎付基礎付けけけけ主義主義主義主義がががが要求要求要求要求するようなするようなするようなするような認知認知認知認知
状態状態状態状態））））はははは次次次次のののの二二二二つをまぜこぜにでっちつをまぜこぜにでっちつをまぜこぜにでっちつをまぜこぜにでっち上上上上げらげらげらげら状態状態状態状態））））はははは次次次次のののの二二二二つをまぜこぜにでっちつをまぜこぜにでっちつをまぜこぜにでっちつをまぜこぜにでっち上上上上げらげらげらげら
れたれたれたれた幻幻幻幻にににに過過過過ぎないとしたぎないとしたぎないとしたぎないとした。。。。れたれたれたれた幻幻幻幻にににに過過過過ぎないとしたぎないとしたぎないとしたぎないとした。。。。

�� （（（（１１１１））））特定特定特定特定のののの対象対象対象対象からやってくるからやってくるからやってくるからやってくる光光光光やややや音音音音をををを感覚感覚感覚感覚（（（（１１１１））））特定特定特定特定のののの対象対象対象対象からやってくるからやってくるからやってくるからやってくる光光光光やややや音音音音をををを感覚感覚感覚感覚
することすることすることすること、、、、つまりつまりつまりつまり感覚印象感覚印象感覚印象感覚印象をもつことをもつことをもつことをもつこと、、、、することすることすることすること、、、、つまりつまりつまりつまり感覚印象感覚印象感覚印象感覚印象をもつことをもつことをもつことをもつこと、、、、

�� （（（（２２２２））））どうどうどうどう見見見見えるかについてのえるかについてのえるかについてのえるかについての命題的内容命題的内容命題的内容命題的内容をもをもをもをも（（（（２２２２））））どうどうどうどう見見見見えるかについてのえるかについてのえるかについてのえるかについての命題的内容命題的内容命題的内容命題的内容をもをもをもをも
つつつつ知識知識知識知識をををを非推論的非推論的非推論的非推論的なななな仕方仕方仕方仕方でもつことでもつことでもつことでもつこと。」。」。」。」つつつつ知識知識知識知識をををを非推論的非推論的非推論的非推論的なななな仕方仕方仕方仕方でもつことでもつことでもつことでもつこと。」。」。」。」

�� （（（（戸田山戸田山戸田山戸田山、、、、（（（（戸田山戸田山戸田山戸田山、、、、p51p51））））））））



�� 「「「「直観直観直観直観やややや直接直接直接直接のののの気気気気づきというづきというづきというづきという認知状態認知状態認知状態認知状態がががが、、、、命命命命「「「「直観直観直観直観やややや直接直接直接直接のののの気気気気づきというづきというづきというづきという認知状態認知状態認知状態認知状態がががが、、、、命命命命
題的内容題的内容題的内容題的内容をもちをもちをもちをもち判断的判断的判断的判断的なものだとするとなものだとするとなものだとするとなものだとすると、、、、たしたしたしたし題的内容題的内容題的内容題的内容をもちをもちをもちをもち判断的判断的判断的判断的なものだとするとなものだとするとなものだとするとなものだとすると、、、、たしたしたしたし
かにかにかにかに他他他他のののの認知状態認知状態認知状態認知状態をををを正当化正当化正当化正当化することができるすることができるすることができるすることができるかにかにかにかに他他他他のののの認知状態認知状態認知状態認知状態をををを正当化正当化正当化正当化することができるすることができるすることができるすることができる
がががが、、、、自分自身自分自身自分自身自分自身もももも正当化正当化正当化正当化をををを必要必要必要必要とするとするとするとする。。。。がががが、、、、自分自身自分自身自分自身自分自身もももも正当化正当化正当化正当化をををを必要必要必要必要とするとするとするとする。。。。

�� 逆逆逆逆にににに、、、、そうしたそうしたそうしたそうした認知状態認知状態認知状態認知状態がががが命題的内容命題的内容命題的内容命題的内容をもたをもたをもたをもた逆逆逆逆にににに、、、、そうしたそうしたそうしたそうした認知状態認知状態認知状態認知状態がががが命題的内容命題的内容命題的内容命題的内容をもたをもたをもたをもた
ずずずず非判断的非判断的非判断的非判断的なものだとするとなものだとするとなものだとするとなものだとすると、、、、こんどはこんどはこんどはこんどは正当正当正当正当ずずずず非判断的非判断的非判断的非判断的なものだとするとなものだとするとなものだとするとなものだとすると、、、、こんどはこんどはこんどはこんどは正当正当正当正当
化化化化をををを必要必要必要必要としなくなるがとしなくなるがとしなくなるがとしなくなるが、、、、そのそのそのその代代代代わりにわりにわりにわりに他他他他のののの認認認認化化化化をををを必要必要必要必要としなくなるがとしなくなるがとしなくなるがとしなくなるが、、、、そのそのそのその代代代代わりにわりにわりにわりに他他他他のののの認認認認
知状態知状態知状態知状態をををを正当化正当化正当化正当化することもできなくなってしますることもできなくなってしますることもできなくなってしますることもできなくなってしま知状態知状態知状態知状態をををを正当化正当化正当化正当化することもできなくなってしますることもできなくなってしますることもできなくなってしますることもできなくなってしま
うううう。」（。」（。」（。」（戸田山戸田山戸田山戸田山、、、、うううう。」（。」（。」（。」（戸田山戸田山戸田山戸田山、、、、pp.50fpp.50f．）．）．）．）．）．）．）．）



蛇足蛇足蛇足蛇足：：：：蛇足蛇足蛇足蛇足：：：：欲望欲望欲望欲望にににに関関関関するするするする知識知識知識知識についてについてについてについて欲望欲望欲望欲望にににに関関関関するするするする知識知識知識知識についてについてについてについて

�� 欲望についての信念は、心の欲望についての信念は、心の非認知状態非認知状態についについ
ての信念である。ての信念である。

�� 欲望は、感覚などの非信念的認知状態と同様に、欲望は、感覚などの非信念的認知状態と同様に、
言語とは独立に存在しているのだろうか。社会的な言語とは独立に存在しているのだろうか。社会的な
欲望は、すでに言語によって構成されているが、そ欲望は、すでに言語によって構成されているが、そ
うではないような基礎的な欲望が生得的にあるのだうではないような基礎的な欲望が生得的にあるのだ
ろうか。ろうか。

�� もしそのような基礎的な欲望、あるいは生得的な欲もしそのような基礎的な欲望、あるいは生得的な欲
望があるとすれば、その一つの候補が、望があるとすれば、その一つの候補が、「「「「私私私私はははは生生生生きききき「「「「私私私私はははは生生生生きききき
たいたいたいたい」」」」というというというという欲望欲望欲望欲望たいたいたいたい」」」」というというというという欲望欲望欲望欲望（（（（欲求欲求欲求欲求））））（（（（欲求欲求欲求欲求））））であろう。であろう。それをそれをPPとしよう。としよう。PP
があり私がそれを感じているとしよう。しかし、感覚があり私がそれを感じているとしよう。しかし、感覚
の場合と同様に、それには概念が含まれていないとの場合と同様に、それには概念が含まれていないと
すると、すると、 「「「「「「「「ｐｐｐｐｐｐｐｐはははは、「、「、「、「生生生生きたいきたいきたいきたい」」」」というというというという欲望欲望欲望欲望だだだだ」」」」というというというという信信信信はははは、「、「、「、「生生生生きたいきたいきたいきたい」」」」というというというという欲望欲望欲望欲望だだだだ」」」」というというというという信信信信
念念念念をををを正当化正当化正当化正当化することはすることはすることはすることは出来出来出来出来ないないないない。。。。念念念念をををを正当化正当化正当化正当化することはすることはすることはすることは出来出来出来出来ないないないない。。。。

�� 「生きたい」という欲望は、言語によって構成されて「生きたい」という欲望は、言語によって構成されて
いる社会的な欲望である。いる社会的な欲望である。





１１１１、、、、これまでのこれまでのこれまでのこれまでの復習復習復習復習１１１１、、、、これまでのこれまでのこれまでのこれまでの復習復習復習復習

■■伝統的な知識の定義：伝統的な知識の定義：

�� SSががPPを知っているとは、次のときそのときを知っているとは、次のときそのとき
に限る。に限る。

①①PPが、真である。が、真である。

②②SSは、は、PPを信じている。を信じている。

③③SSは、は、PPを信じることにおいて、正当化を信じることにおいて、正当化
されされ

ている。ている。



■■■■「「「「正当化正当化正当化正当化」」」」をををを論理的演繹論理的演繹論理的演繹論理的演繹にににに限限限限るるるる■■■■「「「「正当化正当化正当化正当化」」」」をををを論理的演繹論理的演繹論理的演繹論理的演繹にににに限限限限るるるる
とととと・・・・・・・・・・・・とととと・・・・・・・・・・・・

�� もし③の「正当化」を＜他の正当化された信もし③の「正当化」を＜他の正当化された信
念からＳが論理的に導出することである＞と念からＳが論理的に導出することである＞と
すると、他の正当化された信念の正当化が問すると、他の正当化された信念の正当化が問
題となり、無限遡行となる。ミュンヒハウゼンと題となり、無限遡行となる。ミュンヒハウゼンと
同様の問題が生じて、信念の正当化は不可同様の問題が生じて、信念の正当化は不可
能となり、どのような知識も持ち得ないことに能となり、どのような知識も持ち得ないことに
なる。なる。



■■■■すべてのすべてのすべてのすべての信念信念信念信念がががが、、、、何何何何らかのらかのらかのらかの正当正当正当正当■■■■すべてのすべてのすべてのすべての信念信念信念信念がががが、、、、何何何何らかのらかのらかのらかの正当正当正当正当
化化化化をををを持持持持つとするとつとするとつとするとつとすると・・・・・・・・・・・・化化化化をををを持持持持つとするとつとするとつとするとつとすると・・・・・・・・・・・・

�� 我々が何かを信じるとき、何らかの正当化を我々が何かを信じるとき、何らかの正当化を
行っている。何の正当化もなく何かを信じると行っている。何の正当化もなく何かを信じると
いうことは通常はないだろう。そこで、すべていうことは通常はないだろう。そこで、すべて
の信念が何らかの正当化を持っているとするの信念が何らかの正当化を持っているとする
と、ほとんどすべての信念は正当化されていと、ほとんどすべての信念は正当化されてい
ることになり、②と③を区別する意味はなくなることになり、②と③を区別する意味はなくな
る。そうすると、知識の定義は①と②を満たする。そうすると、知識の定義は①と②を満たす
信念ということになる。つまり、「知識とは、真信念ということになる。つまり、「知識とは、真
なる信念である」という定義になるだろう。なる信念である」という定義になるだろう。



■■■■「「「「非信念的正当化非信念的正当化非信念的正当化非信念的正当化」」」」をををを考考考考えてみえてみえてみえてみ■■■■「「「「非信念的正当化非信念的正当化非信念的正当化非信念的正当化」」」」をををを考考考考えてみえてみえてみえてみ
るとるとるとると・・・・・・・・・・・・るとるとるとると・・・・・・・・・・・・

�� 次のように非信念的に「正当化」を考えてみよう。次のように非信念的に「正当化」を考えてみよう。

�� 「信念「信念PPが正当化されているとは、他の正当化さが正当化されているとは、他の正当化さ
れた信念れた信念QQや感覚や知覚などの非信念的な認や感覚や知覚などの非信念的な認
知状態から、知状態から、PPが導出されることであり、最も基が導出されることであり、最も基
礎的な信念は、非信念的（礎的な信念は、非信念的（nondoxaiticnondoxaitic）な認知）な認知
状態によって基礎付けられている。」状態によって基礎付けられている。」

�� しかし、感覚や知覚だけから、なんらかの基礎しかし、感覚や知覚だけから、なんらかの基礎
的な信念を導出することは、困難であった。こ的な信念を導出することは、困難であった。こ
れは「所与の神話」として批判されていた。れは「所与の神話」として批判されていた。





�� では、外在主義がただしいのだろうか？では、外在主義がただしいのだろうか？



外在主義の問題点外在主義の問題点

�� 外在主義外在主義外在主義外在主義のののの問題点問題点問題点問題点外在主義外在主義外在主義外在主義のののの問題点問題点問題点問題点：：：：感覚感覚感覚感覚やややや知覚知覚知覚知覚をををを因果説因果説因果説因果説でででで：：：：感覚感覚感覚感覚やややや知覚知覚知覚知覚をををを因果説因果説因果説因果説でででで説明説明説明説明説明説明説明説明

でででででででできてもきてもきてもきても、、、、それについてのそれについてのそれについてのそれについての命題知命題知命題知命題知をををを因果説因果説因果説因果説でででで説明説明説明説明することすることすることすることきてもきてもきてもきても、、、、それについてのそれについてのそれについてのそれについての命題知命題知命題知命題知をををを因果説因果説因果説因果説でででで説明説明説明説明することすることすることすること

はははは出来出来出来出来ないないないない。。。。はははは出来出来出来出来ないないないない。。。。（（（（（（（（「「「「所与所与所与所与のののの神話神話神話神話」」」」へへへへ「「「「所与所与所与所与のののの神話神話神話神話」」」」へへへへのののの批判批判批判批判））））のののの批判批判批判批判））））

�� しかししかししかししかし、、、、もしもしもしもししかししかししかししかし、、、、もしもしもしもし心身問題心身問題心身問題心身問題心身問題心身問題心身問題心身問題にににに関関関関してしてしてして一元論一元論一元論一元論のののの立場立場立場立場をとるならばをとるならばをとるならばをとるならば、、、、にににに関関関関してしてしてして一元論一元論一元論一元論のののの立場立場立場立場をとるならばをとるならばをとるならばをとるならば、、、、

＜＜＜＜＜＜＜＜PPというというというという事実事実事実事実からからからから、、、、あるあるあるある知覚知覚知覚知覚がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じてじてじてじて、、、、そのそのそのその知知知知というというというという事実事実事実事実からからからから、、、、あるあるあるある知覚知覚知覚知覚がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じてじてじてじて、、、、そのそのそのその知知知知

覚覚覚覚からさらにからさらにからさらにからさらに「ｐ」「ｐ」「ｐ」「ｐ」というというというという命題知命題知命題知命題知がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じるじるじるじる＞＞＞＞覚覚覚覚からさらにからさらにからさらにからさらに「ｐ」「ｐ」「ｐ」「ｐ」というというというという命題知命題知命題知命題知がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じるじるじるじる＞＞＞＞

とととと理解理解理解理解することもすることもすることもすることも可能可能可能可能になになになになとととと理解理解理解理解することもすることもすることもすることも可能可能可能可能になになになになるるるるるるるる。。。。。。。。

�� そのそのそのその場合場合場合場合にはにはにはには、、、、知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説によってによってによってによって、、、、知識知識知識知識をををを基礎付基礎付基礎付基礎付けるけるけるけるそのそのそのその場合場合場合場合にはにはにはには、、、、知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説によってによってによってによって、、、、知識知識知識知識をををを基礎付基礎付基礎付基礎付けるけるけるける
ことがことがことがことが出来出来出来出来ることになりますることになりますることになりますることになります（（（（認識認識認識認識のののの外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付けけけけ主義主義主義主義ことがことがことがことが出来出来出来出来ることになりますることになりますることになりますることになります（（（（認識認識認識認識のののの外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付けけけけ主義主義主義主義）。）。



認識認識認識認識のののの外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付けけけけ主義主義主義主義のためにはのためにはのためにはのためには、、、、次次次次認識認識認識認識のののの外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付外在的基礎付けけけけ主義主義主義主義のためにはのためにはのためにはのためには、、、、次次次次
のののの二二二二つのつのつのつの証明証明証明証明がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。のののの二二二二つのつのつのつの証明証明証明証明がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。

（（（（１１１１））））（（（（１１１１））））PPというというというという事実事実事実事実からあるからあるからあるからある知覚知覚知覚知覚がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じていることのじていることのじていることのじていることのというというというという事実事実事実事実からあるからあるからあるからある知覚知覚知覚知覚がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じていることのじていることのじていることのじていることの
証明証明証明証明証明証明証明証明

あるあるあるある脳状態脳状態脳状態脳状態があるがあるがあるがある知覚知覚知覚知覚とととと同一同一同一同一であることであることであることであること（（（（同一説同一説同一説同一説）、）、）、）、あるあるあるあるあるあるあるある脳状態脳状態脳状態脳状態があるがあるがあるがある知覚知覚知覚知覚とととと同一同一同一同一であることであることであることであること（（（（同一説同一説同一説同一説）、）、）、）、あるあるあるある
いはあるいはあるいはあるいはある脳状態脳状態脳状態脳状態はあるはあるはあるはある知覚知覚知覚知覚がががが随伴随伴随伴随伴することすることすることすることいはあるいはあるいはあるいはある脳状態脳状態脳状態脳状態はあるはあるはあるはある知覚知覚知覚知覚がががが随伴随伴随伴随伴することすることすることすること(supervene)(supervene)
（（（（随伴現象説随伴現象説随伴現象説随伴現象説））））をををを証明証明証明証明しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。（（（（随伴現象説随伴現象説随伴現象説随伴現象説））））をををを証明証明証明証明しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。

（（（（２２２２））））あるあるあるある知覚知覚知覚知覚からそれにからそれにからそれにからそれに関関関関するするするする命題知命題知命題知命題知がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じることじることじることじること（（（（２２２２））））あるあるあるある知覚知覚知覚知覚からそれにからそれにからそれにからそれに関関関関するするするする命題知命題知命題知命題知がががが因果的因果的因果的因果的にににに生生生生じることじることじることじること
のののの証明証明証明証明のののの証明証明証明証明

もしもしもしもし、（、（、（、（２２２２））））はははは証明証明証明証明できずできずできずできず、（、（、（、（１１１１））））もしもしもしもし、（、（、（、（２２２２））））はははは証明証明証明証明できずできずできずできず、（、（、（、（１１１１））））しかしかしかしかしかしかしかしか証明証明証明証明できできできでき証明証明証明証明できできできできないないないないないないないないのだとすのだとすのだとすのだとすのだとすのだとすのだとすのだとす
るとるとるとると、、、、そのときにはそのときにはそのときにはそのときには、、、、世界世界世界世界とのとのとのとの因果関係因果関係因果関係因果関係によってによってによってによって基礎付基礎付基礎付基礎付けけけけるとるとるとると、、、、そのときにはそのときにはそのときにはそのときには、、、、世界世界世界世界とのとのとのとの因果関係因果関係因果関係因果関係によってによってによってによって基礎付基礎付基礎付基礎付けけけけ
られるのはられるのはられるのはられるのは、、、、感覚感覚感覚感覚やややや知覚知覚知覚知覚だけであることになるだけであることになるだけであることになるだけであることになる。。。。られるのはられるのはられるのはられるのは、、、、感覚感覚感覚感覚やややや知覚知覚知覚知覚だけであることになるだけであることになるだけであることになるだけであることになる。。。。

そうするとそこからそうするとそこからそうするとそこからそうするとそこから他他他他のののの命題知命題知命題知命題知をををを基礎付基礎付基礎付基礎付けることはけることはけることはけることは出来出来出来出来ななななそうするとそこからそうするとそこからそうするとそこからそうするとそこから他他他他のののの命題知命題知命題知命題知をををを基礎付基礎付基礎付基礎付けることはけることはけることはけることは出来出来出来出来なななな
いいいいいいいいことになることになることになることになる。。。。ことになることになることになることになる。。。。



ミニレポートミニレポートミニレポートミニレポートのののの課題課題課題課題ミニレポートミニレポートミニレポートミニレポートのののの課題課題課題課題

�� これは何ですかこれは何ですか

�� これは赤い四角です。これは赤い四角です。

�� なぜそういえるのか、その理由を説明しなぜそういえるのか、その理由を説明し
てください。てください。














